


謎の書置き

太陽の暖かい陽射しが智子の部屋のカーテンを明るく照らし出す。

智子の携帯のアラーム音が朝の静けさを打ち破り、騒々しく鳴り出した。

ゆっくりと目蓋(まぶた)を開け、騒ぎ続ける携帯のアラーム音を黙らせた。再び、部屋が静寂に包
まれる。

数分ほど余韻に浸った後、ゆっくりと起き上がった。

何かを捜すかのように、智子は辺りを見渡した。すると、部屋の中央にあるガラステーブルの上

にＢ８ほどの大きさの白い紙が置いてあることに気づいた。

手に取って確かめると、黒いボールペンで何か書いてある—

(会社で待ってる)
「もう、なんで先に行っちゃうのよ」

智子は少し寂しげに、その白い紙を見つめていた。

ふと、何か違和感を感じた。しかし、その違和感が何なのかは分からない。時間だけが少しずつ

、確実に過ぎていく—

怪訝に思いながらも、会社へ行く準備を始めた。

支度を整え、簡単に朝食を済ませると、智子は部屋を後にした。

いつもの道、いつもの風景、しかし、智子にはいつもより世界が少し輝いて見えた。

しばらくして、ようやく会社が見えてきた。６階建てのオフィスビルが智子の眼前に立ち塞がる

。

会社へ着くとエレベーターに乗り込み、経理部のある４階のボタンを押した。３階には雅也のい

る営業企画部がある。

エレベーターの中は出勤してきた人達で少し混み合っていた。

３階に着くと、雅也が乗ってきた。

「よう、智子。おはよう」

「"よう、智子。おはよう"じゃないわよ！なんで先に行っちゃうのよ。一緒に出勤したかったのに
」

「ごめんごめん、あまりにも気持ち良さそうに寝てたからさ。起こすのも悪いかなって」

「それになによ、あの書置きは」

「書置き？なんのことだよ」

「とぼけないでよ。ガラステーブルの上に置いたでしょ？」

「そんなの俺書いた憶えないぞ」

「えっ？」

「それより、いいのか？４階だぞ」

エレベーターはいつの間にか４階に到着していた。

「じゃあな」

「う、うん」



智子はエレベーターで雅也と別れ、一息ついた後、自分の部署へと向かった。

頭の中では依然として、あの書置きの事が気になっていた。

しかし、"どうせ雅也がとぼけているだけだ"と自分に言い聞かせ続けた。



出会い

「おはようございます」

智子の声が室内に響き渡る。

恵子の姿を視界に捉えると、智子は小さく手を振った。顔が自然とほころぶ。

それに応えるかのように、恵子も小さく手を振った。

「おはよう」

「おはよう、そういえば聞いた？」

「なにが？」

「新入社員くんの話」

「新入社員？」

「うん、人事部情報なんだけどさ、うちの部署に新入社員が入るらしいよ。しかも、男」

「へー、そうなんだ」

「うん、しかも結構イケメンらしいよ」

「ダメだよ、変なこと考えちゃ。恵子には宮本くんがいるじゃない」

「知らないわよ、あんなやつ。そんなことよりも、イケメンくんの方が大事よ」

恵子の目は爛々と輝いていた。智子は、そんな恵子を半ば呆れ顔で見つめる。

そこへ課長の中山と共に、若い男性が１人室内に入ってくる。

「あれが噂のイケメンくんか」

恵子が小さな声で呟く。視線は若い男性の方に釘付けとなっている。

「皆さん、おはようございます。こちら本日から皆さんと一緒に仕事をしていただく事になった

鈴木くんだ。では、鈴木くんからも一言」

「皆さん、初めまして。鈴木啓介と申します。一刻も早く、会社の戦力となれるよう頑張ります

ので、宜しくお願いいたします」

「それじゃあ、デスクはあそこを使って」

中山は智子の前のデスクを指差しながら、鈴木をデスクへと案内する。

智子と恵子は動揺を隠せずにいた。鈴木がゆっくりとこちらに近づいてくる。

「鈴木啓介です。よろしくお願いします」

「佐藤智子です。よろしくお願いします」

「私は木村恵子。よろしくね。分からないことがあったらいつでも聞いてね」

「ありがとうございます」

恵子の目は依然として爛々と輝いている。

「ハンターの目になってる」

智子は思わず呟く。

忙しいこともあり、時間は瞬く間に過ぎていった。

昼が過ぎ、夕方になり、そして終業時刻となった。



悪夢の始まり

時刻は１９時過ぎ、社内では新入社員の歓迎会の事で盛り上がっている。３０人ほどの社員がエ

ントランスに集まっていた。その場には雅也もいる。

「どうする？歓迎会」

「この近くで美味しい店とかあったっけ？」

「う〜ん・・・」

「すみません、よろしいですか？」

鈴木が話に割って入った。

「どうした？鈴木」

「僕の知り合いの人の別荘があるんですが、もしそこでよろしければ使えると思いますけど、ど

うですか？」

「別荘か、面白そうだな。ここから近いのか？」

「車で１時間ちょっとですね」

「遠いな、みんなどうする？行く人だけ手上げてくれる？」

智子と恵子は互いの顔を見合わた。

「どうする？恵子」

「行くに決まってんじゃん！もちろん、智子も行くでしょ？」

「恵子が行くなら行こうかな」

「じゃあ決まりだね」

智子と、恵子は静かに手を上げた。

手を上げた者の中には雅也と、宮本もいた。他にも１６名ほど手を上げている。

「２０人か、その別荘って広いのか？」

「はい、２０人ぐらいなら余裕です」

「おぉ、そいつは楽しみだな」

「そうと決まれば早速どこかで酒と、食糧でも調達するか」

一同は車数台に分かれて別荘へと向かった。

智子の車には恵子と、宮本、鈴木、そして雅也が運転している。、

智子達の車を先頭に１０分ほど走らせると、２４時間営業のスーパーマーケットが見えてきた。

お世辞にも大きな店とはいえないが、小さな店だともいえない、なんとも中途半端な大きさの

店だ。

そこで無事に酒と、食糧の調達も済ませ、一同は再び別荘へと向かった。

車はどんどん人気のない場所へと入っていく、智子は少し不安になっていた。

「鈴木くん、本当にこっちで合ってるの？」

「はい、合ってますよ。もう少しです」

車はさらに人気のない場所へと入っていく。智子達の視界の先に、微かに森が見えてきた。

「そこの森の中に入ってください」



「分かった」

「だ、大丈夫なのか？こ、こんなとこに入って」

「鈴木が大丈夫って言ってるんだから、大丈夫なんだろ。宮本、もしかしてお前・・・怖い

のか？」

「こ、怖いに決まってるだろ！僕はお前みたいなイケメンバカとは違うんだ。帰れなかったらど

うしてくれるんだよ」

「大丈夫だって。心配性だな」

智子達を乗せた車は暗い森の中を突き進んでいく。道はすでに道とはいえないものとなっていた

。

木々を掻き分け、進むこと３０分。ようやく別荘らしき建物が見えてきた。

別荘というよりも、"屋敷"という表現の方が正しいのではないか、と思わせるほどの大きさである
。

その外観は不気味な雰囲気を醸し出し、辺りに異様な空気を漂わせていた。

一同は屋敷の近くに車を停め、門の前まで歩を進めた。

「なんか、ちょっと怖いね」

「う、うん・・・」

智子と、恵子の２人をよそに、鈴木はスーツのポケットから鍵を取り出し、屋敷の大きな門の鍵

を開けた。

鉄の門が不協和音を奏でながら、ゆっくりと開いていく。

「どうぞ、中へお入りください」

鈴木と、雅也、宮本に続き、他の参加者も中へと入っていく。

「お前ら早くしないと置いてくぞ」

「ま、待ってよ！」

「置いてかないで！」

智子と、恵子も急いで後を追う。一同は屋敷の中へと吸い込まれていった。

遠くの方の空で雷が鳴り始めた。辺りの闇はより一層その深さを増していった。

まるで、これから巻き起こる悪夢のような出来事を予感するかのように、屋敷は深い、深い闇に

包まれていった—

悪夢の第３夜へ続く


